
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日常生活を無理なく過ごせるよう，自分の体力を把握することは大切です。体力は疾病や加齢に

よって低下します。特にからだの動きに障害のある方については，障害の部位や程度によって早期

に身体機能が低下すると言われています。「体力測定会」では，ご自身の体力を楽しみながら確認

し，健康維持に役立てていただけます。 

体力測定終了後は，各専門職による「からだの相談会」を実施します。ご自身の「からだ」に関

するお困り事や体力測定の結果などについて，医師，看護師，理学療法士，作業療法士，言語聴覚

士，管理栄養士などがお答えします。参加費は無料ですので，是非お気軽にご参加ください！ 

なお，今年度は新型コロナウイルス感染症の拡大を予防するために，下記の各枠につきおひとり

ずつ実施します。 

※ 対象は，からだの動きに障害のある京都市民（肢体の身体障害者手帳をお持ちの方）の方です。 

※ 事前申込（先着順）が必要です。下記連絡先へ電話またはＦＡＸでお申し込みください。 

 

 

 

 

 

                        

 

 

   

  

 

  

 １０/１（木）・１０/２２（木） １０/９（金）・１０/１６（金） 

第１部 午前９時～午前１０時 午後１時３０分～午後２時３０分 

第２部 午前１０時～午前１１時 午後２時３０分～午後３時３０分 

第３部 午前１１時～午前１２時 午後３時３０分～午後４時３０分 

体力測定会＆からだの相談会を開催します 

今年度の日程 

◆ 事業所等を対象とした訪問型の体力測定も実施しています。 

「利用者の方が集まるときに体力測定会を実施してほしい。」などのご希望が

ありましたら，当センターホームページの「京都市障害福祉サービス事業所等

訪問支援事業」の中にある申込書をダウンロードし，必要事項をご記入の上，

お申し込みください。 QR コードからでもホームページをご覧いただけます。 

 

からだの動きに障害のある方の 

申込先：京都市地域リハビリテーション推進センター相談課（TEL 823-1666 FAX 842-1541） 

（受付時間は，午前８時３０分～午後５時（土・日・祝日を除く）です。） 

京都市地域リハビリテーション推進センターだより 
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事業のホームページ 







高次脳機能障害 「入門講座 ダウンロード版資料」 をご活用ください  

令和 2 年 5 月から開催を予定していた「高次脳機能障害 入門講座」

については，新型コロナウィルス感染症の影響で通常の開催が困難な状

況が続いていることから，前期分の開催を中止し，市中感染の状況を踏

まえた上で，後期開催分（令和 2 年 10 月～）からの開催を目指すこと

となりました。 

 こうした中，入門講座の内容をご自宅等でも学んでいただけるよう，

京都市高次脳機能障害者支援センターのホームページに，各回の資料を

編集した「入門講座 ダウンロード版資料」を掲載することとなりまし

た。ぜひご活用ください。 

    

      京都市高次脳機能障害者支援センター  

ホームページアドレス 

   http://koujinoukinou-city-kyoto.jp/ 

 

 

 

 

 

 

 

今年度は令和２年２月２０日（木）に開催し，１０４名の方に参加していただきました。 

第１部では，５０代で脳梗塞を発症した夫の復職までを綴った「夫が脳で倒れたら」の

著者である三澤慶子氏と御本人である轟夕起夫氏のお二人をお招きし，復職までの実際

について，当事者，家族の立場から語っていただきました。続いての第 2 部シンポジウ

ムでは，社会参加（復職）について考える機会として地域で障害者の就労支援をしている

方々をお迎えし，支援の現状や課題などについて情報・意見交換を行いました。 

入院中の段階から復職への見通しやイメージが持てるような情報や道筋がわかる取り組

みの必要性や，周囲の人々（職場や家族など）への説明や理解を促す支援等，仕事復帰に向

けて考える上での情報提供の場になりました。開催内容についてはホームページの報告書も

ご参照ください。（右の QR コードからも入れます。） 

  

 

 

 

 

 

 

★編集後記★  「一以貫之（いちいかんし）」とい

う言葉をご存じでしょうか。生き方として，一つのこ

とを貫くということ。「その中で私は真心（慈愛・良

心）に従って何事も行動するようにしている。」と答え

た方がおられました。貫くことができなくてもいい。

束の間のたった 1 つの事さえも難しいものです。テレ

ビを見ていて，そう思いました。 
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第３６回 京都市地域リハビリテーション交流セミナーを開催しました！ 

「夫が脳で倒れて～仕事復帰（社会参加）へのステップ～」 

交流セミナー 

報告書 

http://koujinoukinou-city-kyoto.jp/
mailto:rehabili@city.kyoto.lg.jp

